






A.研究目的: 

小児期の骨量獲得におけるカルシウム摂取の役割を明らかにする目的で 1)カルシウム強

化の効果を前方視的に検討した。また、2)食事からのカルシウム摂取量と骨量の関係を X

線被爆の問題のない測定法である脛骨皮質の超音波測定法を用い横断的に検討した。 


